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４. １ 体験的学習活動とは 
ここでは体験的学習活動を、問題や対象に触れる中で、具体的な願いや
課題を持ち、その願いや課題を達成・解決するための働きかけの必要を実
                                                     
20 多田孝志1997『学校における国際理解教育－グローバル・マインドを育てる－』
東洋館出版、p. 77～78。 
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５. ２. １ 記号回答集計結果 
表 1の中の各設問については、各実践者にそれぞれの実践に関して 







表 1 活動内容や意欲・態度・価値観の変容に関するアンケート結果 
 
設 問 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 総計 
①何らかの「実感」を伴う活動であったか。 ８ １ １ ０ 37 
②児童生徒は始める前に、その活動を「したいとい
う気持ち」を高めたようか。 
７ ２ １ ０ 36 
③その活動に対して児童生徒は「達成したい課題」
を持っていたか。 
６ ２ ２ ０ 34 
④課題達成のために意欲的に取り組んでいたか。 ７ ３ ０ ０ 37 
⑤活動することによって「態度・行動面」の変容は
あったか。 
６ ３ １ ０ 36 
⑥活動することによって「考え方・価値観」の変容
はあったか。 
6 ４ ０ ０ 36 
⑦活動の目的はおよそ達成されたか。 ７ ２ １ ０ 36 
                                                     
23 アンケート回収数10（アンケート実施数12 回収率83％） 
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５. ３ 小学校高学年での学級活動と個の変容の事例から 
次に、筆者が担任した小学校高学年クラスでの実践事例の分析を試みたい。 
筆者は2003年度から2009年度まで、6年間は同じクラスを 5年生、6年生
と 2年間ずつ担任しながら、残りの 1年間は 4年生のクラスを担任しながら
実践を行った。その 4つのクラスでの事例を取り上げたい。 
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⑩ 先進国に作らされている「商品作物」を買わないようにしたら？  
⑪ いきなりそんなことをしたら国がつぶれてしまう。  
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